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徳山四国八十八ケ所

四国八十八ケ所とは、四国にある弘法大師空海が開いたといわれ

る霊場八十八ケ所をいう。創設は弘仁 6年 (815年 )弘法大師 4

2歳のころといわれ、これを巡拝することを四国遍路といい、文化

・文政年間 (1804年 ～ 1829年 )ご ろが巡拝者が最も多くお

びただ しい人数であったようである。

当時、四国遍路するには、今の海外旅行をするぐらい回数と経費

がかかったので、四国八十八ケ所をもした地方霊場が多く祭られる

ようになり、秋穂、桑ノ山の霊場が天明期 (1780年 代)に勧請

され、その他は天保期以降の江戸後期から明治にかけて多く勧請さ

れている。

徳山四国八十八ケ所は、霊場由来記によると、遠石千日寺丘に勧

請したが、のちに無量寺 (徳山駅前旧佐渡町)に 移設し、明治にな

って浅田善七氏・ 不破勝益平氏らが徳山近在に勧請配置したもので

ある。

徳山四国八十八ケ所を勧請 した時期は、高尾山中腹にある三社権

現の裏面に彫ってある文に、四国霊場を天保 6年 (1835年 )に

千日山へ勧請安置し、嘉永 2年 (1849年 )に 無量寺へ移設 した

とあり、徳山市内に配置した時期は、明治 16年～明治 18年 ごろ

といわれている。

浅田善七氏・不破勝益平氏はともに文政 3年に辻町で生まれ、家

も近 く幼なじみだったようであり、浅田氏は浅回善司氏の先祖で徳

山村初代村会議員を明治 10年～ 17年 ごろまで勤め、 20年 に 6

7歳で没 し、不破勝氏は徳山大学前学長不破勝敏夫氏の先祖で、小

学校の教員を明治 14年 ごろまで奉職 していた。

発願の趣旨は、第一に信仰、第二は巡拝により健康の保持と親睦

を深めることにあつたと言われている。徳山四国八十八ケ所札所を

市内に配置するには、土地所有者の承諸が必要であり、費用調達の

問題もあるが、浅田氏、不破勝氏 らの信仰心と人望により、多数の

方々の協力を得て配置の大事業がなし遂げられた。
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